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On the Construction of Support Program for Care Givers  




















































































































































































　212 名の職員から協力を得られた。その内訳は、以下のとおりである。男女は、男性 96 名、
女性 116 名。年齢は、20 代 106 名、30 代 64 名、40 代　18 名、50 代 21 名、60 代 3 名であっ
た。勤務年数の平均は、8.14 年（標準偏差　8.30）。また、勤務年数の内訳は以下の通りであっ
た。1年未満 19 名、1年 18 名、2年 18 名、3年 14 名、4年 28 名、5年 17 名、6年 9名、7年
11 名、8 年 12 名、9 年 8 名、10 年 6 名、11 年から 15 年までの合計 22 名、16 年から 25 年ま
での合計 18 名。総計 212 名。
２　調査項目
　本研究で使用した質問紙はフィグリーらの Compassion Satisfaction/Fatigue Self‐Test for 
































変数名 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 3 因子№ 4
55 0.815 0.248 0.030 0.013
53 0.804 0.219 0.091 0.079
52 0.719 0.153 0.181 0.071
54 0.537 0.048 0.189 0.375
19 0.529 0.007 0.213 0.099
27 0.104 0.818 0.127 0.025
26 0.101 0.677 0.245 0.109
46 0.125 0.545 0.150 0.151
43 0.126 0.492 -0.038 0.025
35 0.082 0.455 0.101 0.300
1 0.259 0.187 0.796 0.019
2 0.246 0.194 0.771 0.151
3 0.130 0.164 0.557 0.272
57 0.117 0.227 0.088 0.648
47 0.128 0.182 0.294 0.645
61 0.132 0.356 0.100 0.633
50 0.045 0.298 0.237 0.553
9 0.426 0.066 0.476 0.190
14 -0.001 0.091 0.412 0.432
11 0.273 0.103 0.308 -0.045
10 0.257 0.195 0.398 0.291
5 0.214 0.391 0.136 0.078
66 0.094 0.176 0.176 0.153
37 -0.033 -0.122 -0.115 0.331
30 0.005 0.469 0.221 0.330
59 0.425 0.151 0.281 -0.054
二乗和  3.207 2.910 2.746 2.488
寄与率 12.33% 11.19% 10.56% 9.57%






















単相関 仕事仲間 利用児（者） 人生 援助者の資質
仕事仲間との関係における満足 1.0000 ― ― ―
利用児（者）との関係における満足 0.431** 1.0000 ― ―
人生における満足 0.364** 0.315** 1.0000 ―



















変数名 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 3 因子№ 4
34 0.626 0.247 0.102 0.085
18 0.617 -0.002 0.155 0.245
29 0.598 0.174 0.098 0.096
36 0.551 0.241 0.010 0.154
32 0.521 0.071 0.256 0.332
31 0.431 0.308 0.181 0.109
40 0.278 0.678 -0.023 0.185
39 0.249 0.609 -0.027 -0.021
38 -0.125 0.468 0.136 0.150
13 0.131 0.462 0.118 0.036
28 0.331 0.455 0.264 0.042
4 0.013 0.421 0.200 0.240
6 0.109 0.129 0.836 0.175
7 0.163 0.192 0.805 0.205
21 0.158 0.119 -0.024 0.726
22 0.091 0.089 0.095 0.609
20 0.162 0.091 0.211 0.445
33 0.453 0.457 0.090 -0.005
44 0.272 0.212 0.196 0.183
12 0.229 0.335 -0.003 0.097
15 0.204 0.027 0.219 -0.044
16 0.183 0.310 0.193 0.030
8 0.126 0.117 0.292 0.286
 二乗和  2.694 2.456 1.904 1.636
 寄与率  11.71% 10.68% 8.28% 7.11%






















単相関 代理性トラウマ PTSD様状態 否認感情 援助者のトラウマ体験
代理性トラウマ 1.0000 ― ― ―
PTSD様状態 0.322** 1.0000 ― ―
否認感情 0.383** 0.378** 1.0000 ―
援助者自身のトラウマ体験 0.289** 0.335** 0.461** 1.0000
*：５%　**：１%





























共感による満足 -0.294** -0.409** 0.370**
バーンアウト危険性 0.459** 0.472** -0.108

























人生における満足感 　-0.165* 　-0.314** 　0.266**
仕事仲間との関係における満足 　-0.185* 　-0.285** 　0.244**
利用児・者との関係の中での満足 　-0.323** 　-0.382** 　0.447**　
























代理性トラウマ 　0.106 　0.130 　0.029
PTSD 様状態 　0.294 　0.413＊＊ 　-0.131
否認感情 　0.087 　0,152＊ 　0.047


















（15,196）＝ 1.953、ｐ <.05）。下位検定を、Fisher の最小有意差法で行った結果、1 年未満 -11
年から 15 年、1年と 4年・8年・10 年、2年・4年と 21 年から 25 年、4年と 31 年以上、を含
め、20 項目間で有意な差が見られた。1年未満から、勤務年数 10 年にかけて、共感満足度は、





＝ 0.548、ｐ＝ 0.911 ＞ .05）。共感疲労は、勤務年数において差がないことがわかった。
８　バーンアウトリスクと勤務年数
　バーンアウトリスクについては、一要因分散分析の結果、勤務年数による有意差はなかった

































































































































これは、共感疲労、バーンアウトリスクでも踏襲した。Table.9 及び Fig.6 には、その平均値を
しめしている。各群が有意な差を取っているかどうかを、一要因分散分析を行った。その結果、
有意な差が見出された（F(3,208) ＝ 306.273,  P ＜ .001）。また、Tukey 法による下位検定を行っ
たところ、満足 1群―満足 2群間など、すべての群間で、１％水準で有意差が見出された。
Table.9　各群内の個人の共感満足度の平均値、標準偏差
満足群名 満足１ 満足２ 満足３ 満足 4
ｎ 53 53 53 53
平均値 53.528 69.377 78.000 90.642



























































































































































































された。Table.10 及び Fig.12 には、その平均値を示している。各群が有意な差を取っているか
どうかを、一要因分散分析を行った。その結果、有意な差が見出された（F(3,208) ＝ 510.531,P




疲労群名 疲労 1 疲労 2 疲労 3 疲労 4
ｎ 53 53 53 53
平均値 18.585 29.358 38.472 52.868












































































た（F(3,180) ＝ 7.803,　P ＜ .001）。さらに、
Tukey法による下位検定を行った。その結果、
疲労１群―疲労４群間、及び疲労 2 －疲労 4
群間で、１％水準で有意差が見出された（疲労１群―疲労４群間、平均値差；4.044、ｑ＝ 4.537、











＝ 2.737、P ＜ .05；２－４、平均値差；2.457、












































































散分析を行った。その結果、有意な差が見出された（F(3,208) ＝ 383.8956,　P ＜ .001）。また、




リスク群名 バーンアウト 1 バーンアウト 2 バーンアウト 3 バーンアウト 4
ｎ 53 53 53 53
平　均 22.019 32.679 39.075 47.358
標準偏差 (SD) 4.869 2.400 1.674 5.554
　なお、上記の４群は、① 36 以下＝危険性はかなり低いと、次の区分である② 37-50 ＝危険

























































































対策 1 -0.329** 0.371** 0.314** 0.278** 0.320** -0.215**
2 0.193** -0.222* -0.247** -0.121 -0.143 0.180*
3 0.310** -0.176* -0.092 -0.015 -0.122 0.209**
4 0.386** -0.241** -0.197* -0.261** -0.267** 0.239**
5 0.400** -0.202* -0.227** -0.088 -0.223** 0.232**
6 0.3362** -0.1711* -0.0707 -0.1671** -0.2367** 0.3354**
7 -0.038  0.064 0.043  0.013  0.020  0.111
8  0.043 -0.134 -0.126  0.065  0.070  0.060
9 0.183* -0.204* -0.323** -0.057 -0.026 -0.060
10 -0.299** 0.217**  0.101 0.187* 0.186* -0.091
11 0.364** -0.126 -0.002 -0.124 -0.070 0.252*
12 0.367** -0.310** -0.108 -0.166 -0.177 0.335**
13  0.143 -0.068 -0.028 -0.046 -0.071 0.221*
14 0.348** -0.245* -0.106 -0.115 -0.120 0.269**


















































































対策 1 -0.079  0.211 -0.075  0.067
2 -0.016 -0.103 -0.284 -0.199
3  0.169 -0.161 -0.029 -0.068
4  0.213 -0.088  0.071 -0.159
5  0.183 -0.128 -0.232 -0.062
6  0.246 -0.142  0.147  0.122
7  0.254 -0.242 -0.010  0.040
8  0.013 -0.073 -0.155  0.039
9  0.128 -0.256 -0.075 -0.091
10 -0.031  0.214  0.255 -0.113
11  0.183 -0.171  0.011  0.028
12 0.342* -0.214  0.014  0.151
13 -0.081  0.019  0.111 -0.109
14  0.012 -0.210 -0.046 -0.302









単相関 トラウマ体験 否認感情 代理性トラウマ PTSD様状態
対策 1 -0.033  0.056 -0.016  0.057
2 -0.106  0.089 -0.113  0.039
3 -0.247  0.063 -0.264** 0.190*
4 -0.206  0.123 -0.129  0.034
5 -0.396*  0.171 -0.147  0.091
6 -0.170 -0.029 -0.030 -0.060
7 -0.041 -0.114 0.234*  0.112
8  0.104  0.108 -0.149 -0.080
9  0.133 -0.037  0.109 -0.008
― 224 ―
10  0.104 -0.055  0.110 -0.152
11 0.084 0.292** -0.136 0.267**
12 -0.003 -0.018 -0.113 0.121
13 0.277 0.113 -0.092 0.203*
14 -0.088 -0.056 -0.327** 0.174


























































情的側面）、第 3 因子「否認感情」（つらい体験を思い出すのを避ける）、第 4 因子「援助者自




バックのα係数は、全体としてみてみると、0.839 であった。さらに、第 1 因子、第 2 因子、
























































果となった。下位検定を行った結果、1年未満 -11 年から 15 年、1年と 4年・8年・10 年、2年・
4年と 21 年から 25 年、4年と 31 年以上、を含め、20 項目間で有意な差が見られた。1年未満
から、勤務年数 10 年にかけて、共感満足度は、隔年で上下していき（途中、勤務年数 6、7年
































































策 14，対策 15 と負の相関があったことから、ユーモア・笑いを家族、友人、職場の同僚と共
有することが、代理性トラウマの亢進を予防する可能性が示唆された。最後に、PTSD 様状態
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１．性別：    １      ２
    女性    男性
２．年齢　　０　　　　～ 19 歳
　　　　１　20 歳～ 29 歳　　２　30 歳～ 39 歳　３　40 歳～ 49 歳　











































































A２「利用児・者との関係の中での満足」は、項目 12、13、19、25、26 の合計点  　　　　
A３「援助者の資質としての満足」は、項目 27、28、33、34 の合計点　  　　　　　　
A４「人生における満足感」は、項目１，２，３の合計点　  　　　　　
A共感満足全体の合計　  　　　　　
















５    　　　　　    ４    　　　　　    ３    　　　　　    ２    　　　　　    １
１　施設・機関全体の方針と、自分の方針が合わないときがありますか？　　　  　　　　
２　家族は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？  　　　　
３　友人は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？  　　　　
４　上司は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？  　　　　
５　同僚は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？  　　　　
６　施設長は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 　　　　
７　自分が援助職であることで、家族は疲れたり、いらいらしたりしていると感じますか？
  　　　　
８　仕事と私生活とを意識的に区別していることがありますか？  　　　　
９　趣味や自分の楽しみなどで、仕事を忘れることがありますか？  　　　　
10　家に帰って、家族や友人にいらいらや不満をぶつけてしまうことがありますか？
  　　　　
11　仕事上感じた満足感を同僚や上司（寮長など）に話していますか  　　　　
12　仕事上感じた満足感を施設長に話していますか？  　　　　
13　仕事上感じた満足感を家族や友人に話していますか？  　　　　
14　ユーモアや笑いを職場で大事にしていますか？  　　　　
15　ユーモアや笑いを家族や友人との間で大事にしていますか？  　　　　
自　由　記　述
１．施設・機関で働く中で感じる喜びや充実感について、自由にお書きください。
２． バーンアウトや二次的トラウマティックストレス（共感疲労）について、日頃お感じになっ
ていることがあれば、自由にお書きください。共感疲労とは、援助者として共感的に利用
児（者）に関わることによってストレスを感じ、疲労が蓄積していくことです。
